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大 正 十 五 年 七 月 十 五 日 發 行

ガ
愈

報 丈

朝 、鮮 金 剛 山 の 蝶 類
h

（大正＋ 五 年三 月 ＋ 口受領）

農學 博士 岡 本 牛 次 郎

　　　　 名勝地 と し て 其名 高 き朝辞 の 金 剛山 は 孤立 し た る一の 山で な く、所 謂萬二 千衆峯 よ り成 る。 金剛

　　　 山 は 、馬 角蔚 山 の 隅に 起 り東海岸 に 偏 し て 鍛 走 し、元 山 の 西 7b走 り鮮 滿國境 の 白 頭 山に 逹 す る 、 朝

　　　 鮮 半島 7）脊 梁 『冫中央 部江 原 道 と威鏡南道 の 迸界 に 在 る一群 の 峻峰 の 樣 で あ る o 此 附迸 の 山賑は 三 連

　　　 の 併走 ぜ る 逹峰 ‘ り成 り、中央 及東方連峰 は 直に 日 本海に 浸 し、西方邁峰 の み 獨 り遠 く北方に 連亘

　　　 す 。 金 剛衆峰 の 麗 域 は 江 原 道 高城 、金 化 、淮陽郡 及 戍 鏡南遘 邇 川 郡 の 四 郡 に 跨 り、其廣袤 大約 十 餘

　　　方里 ・ 通俗 に 之 樋 分 して 「映 漸 の 西 剛 柚 金 剛・中 燵 嘩 卑方蓮 蜂 と の 問研 金甑 更 に 東

　　　 方 逹峰の 海 に 沒 す る 高娥 附 近 な 海金 剛 と稽 ふ o 毘 盧峰 は 中 央 連 峰 の 最高 峰 に し て 高距 17S6 米 あ り、

　　　・之 S サ北方 に 温 井嶺 （815 ｝、 萬物相 〔1240｝、南に 内霧在嶺（1303 ）、 望 軍臺（1529）、白馬峰 ｛1497｝ 及

　
一
　 外霧在嶺く］3S5 ｝等 の 峻 峰 があ る o

　　　　 大 正 十 三 年七 月下 旬 工 り八 月中旬 に 亘 り、 二 ＋ 餘 日 な費 し て 予 は 友 八 栗末只 雄、越 智昌雄 爾氏 と

　　　批 處 に 昆 蟲綵 集族行蚕試 み た 、 其 道 順 の 大略 は 、元 山 t り 海路長thrc至 り直 に 温井里（數泊、其聞 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 ，　　 　 セ

　　　 九 龍淵往復、萬物相往復）温 井里 よ り開残嶺々登 りて 揄岾寺（數泊）、揄岾寺龜出で 穩仙薹を 王 下 し i

　　　 Pt霧 在嶺毎 越 へ 摩訶行 （數泊）、 摩訂彳滑 轍 庵 、表 訓寺、正 陽寺等 恥 經 て 長安寺泊 （數泊 、 此 問

　　　 望 軍韲往復）、 更 に 長安寺 エ リ温井嶺 「e 越 へ 濃井 里 に 歸つ た 、以 上 で ぎ つ と 内外兩 金 剛奄 一遏 し た こ

　　　 と に な るく海金 剛に も行 き しが 昆蟲の 操集で は な い ｝。

　　　本 探集 の 主眼 は 夜聞燈 火 を 利 用 し て 慕 光 性昆 蟲 を探 集 す る 働 で あ つ た 、 蛾類

　
：訪 如 き は 從 つ て 實 に 無數 に 蒐 め た カ9

、 書 問 の 探 晶は 可成 貧 弱 で あ っ fc
， 就 中蝶

　一類 は 頗 る少 く 、 僅 rc　68 種唖 種及型 を 含 む ）を採 嫻 た の み e

一
之 を杢廃あ蝶 に

　
∴

犹較 す る と
、 其三 分 の 一 に も達 しなV ・ の t’あ る が

、 五 6 の 未 記録 種 を捕 へ た こ

　　を は 思 ひ 設 け ぬ 收獲 で あ っ た、 6S 種 を 科 に 分 け表 示 す る と 数 の 如 くな る 、 最 も

　
『
名稱 を 列記 す る に 當 り從 來 懸案 と な つ て 一

ゐ る 事項 や
、 特 記 す べ き要 あ b と認 め

　 1た 種 に は 記 載或 は i譖事 を附 記 す
。

　 一　
’
因 に 課 集地 の 温井 里 と あ るは 其附近 及 九 龍淵往復途中 o 寒霞溪 とは 萬物椙 及 温井嶺を 』長 安寺 と は 其

　　鴛 近一幣 及 望軍臺袖復途 中な o 摩河衍 と峠其附近及 内霧在嶺の 環上 迄 葎 。 揄帖寺と絃殉霧在嶺 の 頂‡ よ
，

　 Y 同寺 附 近迄 及 隱伯臺並 に 同寺附近一帶fP。 更に 全 山 と は 内金 剛 、 外傘剛 全努を 指 す も の で あ る
。

　　　　　 Papilionidae

　　 1． P卿 粥 o 灘 6ん麗 L 困 磁 （f− aest．）　ア ゲ ハ （夏型 ）．一

　　　 採 集 地 　長 安 寺 （一 雌 ）
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e

2・ P． binner　biano・n　CRAMER （f．．　aest ・） タ ウ カ ．ラ ス 7 グ ・ ・（夏型 ）　
籀

　 採 集 地 　長 安寺 （二 雄 ）　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　 ・

　本 種 は 南支那 の 原産 で あ るが 朝鮮 内到 る處 に 多生 す
。 從來之 れ が 春 型 に 就 き

て は 知 る 所 少 か り し が
、 予 の 所 藏 標 本（釋王 寺 及光 陵探 ）に よ る と ・Papili・o　bianor’　’

？η婿α旛 SEITZ で あ る
。

3． P．　 b’ianor　dehaani　FELDER （f．　aest．） カ ラ ス ァ ゲ バ （夏型 ）　　　　　 、

　 採集 地 　長 安寺 （二 雄）

　 前種 の 朝鮮 に 極 め て 普 通 な る に 反 し 、 本種 は 頗 る 稀 で あ る
。 予 は甞 て 濟州島

に て 採 集 した 事 が あ る の み で 朝 鮮 本 土 に て は 未 だ 捕 へ た 事 が な か つ た （從來 の

記 録 も な V・ ）。 序 で な が ら dehαα ni と 旒 れ αr と の 主 な る 差異 は
、 前翅裏面 の 灰

白帯 が 後者 に 於 て
、 其幅 極 め て 廣 く且 つ 前者 の 黄 自 色 な る に 獨 し灰 臼色 で あ る

等 で あ る
。

4．　P ．　α 〜cぬ ou8 　alcinous 　l〈Luc ＋　ジ 糸 コ ウ ア ゲ ハ

　 採 集 地 　塞霞溪 （二 雌 ）

　 　 　 Pieridae

5・ コPi・e7’is　rapae （胤 爾 ・）
’a・B ・・SDUVAL σ 鰯 6．） モ ン シ ・ テ 7 （夏 型 ）

　 採 集 地 　寒 霞 溪 （二 雄 四 雌 ）、 温 井里 （二 雄
一

雌 ）、 長 安寺 （三 雄二 雌 ）、 揄 岾 寺

（一雄 ）、 摩訶衍 ．（
一

雄 ）

　6． 」巳 　α L癖 （laαan 壱dα SPARRMAts一　タ イ ワ シ モ ン シ ロ テ 7

　 探集 地 　温 井嶺 （一 雄 ）、 揄岾 寺 （ザ 雄 ）　　 　 　　 　 　　 　 　　
’

　7・ P． ontelete 　onelete 　M 疲X 勲 R 虚 S （f，　aest．）　ス ヂ ク 直 テ フ 〈夏型 ）

　 採 集地 　長 安寺 （三 雄 二 雌 ）、 寒 霞溌 （一雄 四雅 ）、 揄岾 寺（一 雄二 雌 ）、 摩訶

衍 （
一

雄）、 躡井里 （一 雌 ）

　 朝 鮮 に あ り て は
一
s 本種 に 夏型春型一變種 及 ミ ノ ル 型 が あ．る 、 僅 少 の 標 本 に よ

b て 學名 を査 定 す る場 合往 々誤 タに 陷 り易 い
。

VER エTY や LEEcH の 所 設 に は

・誤謬が あ る 、 仁禮 の 諱 は 正 しVO
。 予 の 豊 富な る標 本で 調 ぶ る U ． 本種の 夏型は

onegeee で 、 春 型 は α glαopueで あ る （VERITY は 夏型 を 伽 あ伽 即 、と な し
、

］］EECII ’

は 之 れ を春 型 と．考 へ て ゐ
，
た）。 而 し て 伽 弼伽 α は 夏型で うる の に 問 逡 は な喚が

實 は 一 變種 で あ る
。

melete は鮮 内の 何處 に も發生する が dulcd・nca は 北 東鮮 に し

か 産せ ざ る よ うだ （予 は 車嶺及 月精 寺の 標品 を 多藏 す）。 徇 ほ VERITY は 此他 に

ミ ノ ル 型 を 記 逋 す る も予 は 標 本 を有 せ す6 學名 を整理 す る と次 の 通 り　 ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

　 P諭 ・‘s 懈 隷 8melete 　M 亜NE
’

TRiEs （f．　aegt ．）

　 P．　　 、，　 agl α qpe　MeTSCHULSKy （f．　vern ．）

　 P．　　 ，，　 var ，　dulcinea　BtrTLER（f．　aest．） ・
　　　　　　　　　　　　

・
　　

t

　 P ．　　　 ”　 forma　minor 　VgmTy 　　　　
”

　　　　　　．

’
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8． Oo幡 勿 αゆ σあ・醒叩 ん秘s　M   TSCHULSKY モ ン キ テ フ

　i探集 地 　長 麦 寺 （雄雌 ）

9． G 卯 噸 吻 ρ 伽 灘 幅 瀧 膨 酪 G 趾 ES 賑 ヤ マ キ テ z

　採 集 地 　揄 畑 寺 （
一一ue）、 長 安寺 （

一
雄 ）

10．．五卵 齠 脇 跏 α1瑠 襯 r画 FENT   N エ ゾ ヒ メ ーS　 F， テ フ

　i採集地 　長 安 寺 （一雄 二 雌 ）、 寒霞溪 （一 雄 ）

内外 金 剛 で 探集 し た ．
・ メ シ P テ フ は 全鰰 吩 布す る が

、 本 種 は 北 nv及Pt　at

鮮 地 方 に 限 ら る i と 思 ふ 、 臼頭 山 の 標本 中に 之 れ を 見 た e と が あ っ た 。

　　　Satyliclae

l1．　｝
’

pthiona　a）
’
gus　BUTLER 　ヒ メ ウ ラ ナ ミ ジ ヤ ノ メ

　採 集地 　長 安寺 （一 雄 二 雌 ）、 楡站寺 （一 雌 ）

12． Yp．　 obscu ｝
’a　ELWES 　et 　EDNVARDS 　テ フ セ ン ウ ラ ナ ミ ジ ヤ ノ メ

　探 集地 　長 安寺 （二 雌雄 ）、 温 井 里 （一雄 四 雌 ）、 揄 砧寺 （一 雌 ）
・

　朝辮 の 固有 種 で あ る
。

雌 雄 と も一 見 ウ ラ ナ ミ ジ ヤ ノ メ に 酷 似 す る tl　） 雄 の 握 ．

耀 器 の 構 造 に よ り て 容 易 に 兩種 を識 別 し得 る 。 本種 の 握 擢器 は極 め て 細 長 く ・

其尖 端 尖 れ る に
、

ウ ラ ナ ミ ジ ヤ ノ
Fl

の も の は 、 稍 短 く して 尖 竭 は 三 角形羝 に 膨

＊す 、
s・ … の 如 き は 命名者 が 特 に 此 の 點 耀 して 別種 と成 して ゐ る の に ・ 亜

種 と し て 取 扱 つ て ゐ る が v 予 は 獨 立 種 と す べ き も の と信 す 。

13． 1；le　la’nαrsria　lba・in；mede 　
・mer ・i．rt伽 α旛 F 肌 P 賦 シ ・ ジ ヤ ノ メ

　採 集 地　摩訶 衍 、 温 井 里 、 長 安 寺 、 揄 岾 寺 、 寒 霞 溪 、 （多數 ）

　本 種 は 日 本 本土 に 産 す る記録 が 無 い が
、 六 七 月 の i交足 一 歩 朝鮮 に 入 れ咲 釜山

か ら盛 ん に 採集 し 得 る 、最 も普邇 な る 蝶 で あ る 。 濟州 島 で は 海 岸地番 に 發 生 す る

か ら九 州五 島 列 島 あ た り に ゐ な い か し ら。

　序 な が ら 、 朝鮮 に 鵬 槭 漉 07漉 s の 他 に 一 新亞 種が あ る 」帽 鰍 岬 軸 halimede

cercana ，と 命 名 し て 置 く
。 其 特徴 は

、

　 イ 、 前翅 前 縁 室 は 白 色 B 至 淡黄 臼色。

　 P 、 後翅 の 外 縁 に 近 き 臼紋 は 牢 圓若 くは 圓形 。 ．
；　
一
　
．

  ・ デ後翅 裏面 の 亞 外 縁線 と其 内側 ICあ る 渊 櫞 聞 と は宇 圓 叉 は 其 以上 の 臼救

　　 　 を形 る
。

　 二

、 後翅裏 面 に あ る 中 央矚 線は 雛 に 於 て 邁か に 長 く、
、雌 に 於 て 幅廣 く横幤 を

　　 ． 爲 す
。

等 で あ る
。

？雑 id伽 α 旛 は北 鮮 va　s 　 cerenn α は 南鮮 に 多 し
。

14． 磁 鯱 1｛8 酌 灘 sbipu −nctatα MOTSCHvLsK／y ．　
・

ジ ，ヤ ノ メ 1・　7 　　　 −　 t

　 探集 地 　登 山 （多數 ）

15． Pararyeα chi？ie α碗 勲 o｛d63　BUTLER 　ウ ラ ナ ミ ジ ヤ ！ メ

　採集 地 　寒霞 溪 （一 雄 ）、 揄 皓寺 （一 雄二 雄 〉、 温 井里 （一雌 ）

16． 五召伽 轟 α｝砌 BurLER ク ロ ヒ カ ゲ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ー

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

176 岡 本 ￥ ．．次 郎

　 採 集地 　長安 寺 （一 雄 ）

17． L． ’
nlargi ・natis 　MoTscHuLsKy 　ク ロ ヒ カ ゲ モ ド キ

　 採集 地 　長 安寺 （一雄 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　前種 ク ロ ヒ カ ゲ は 、 朝鮮 に 極 め て 普逋 な る が 、 本 種 は 頗 る稀 で あ る
。 予 は 金

剛 山産 の 他 釋 王寺 の 標 本 を有 す る の み
。

ユ8． 1吻刎 槭 8go 伽 飢 α 9磁 脳 ‘MOORE ヒ メ ジ ヤ ノ メ

　採集 地 　長 安寺 （一 雄 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 蔦
19．　 ・猛　うrα 曽 s舶cα P θγ碗   αsHEWITSON 　 コ ジ ヤ ノ メ　　　　、

　 採 集地 　長 安寺 （一雄 ）、 温 井里 （・
一
雄 ）

　前種 は 可成 鮮 内に 普通 な る が
、 本 種 は 頗 る 稀 品に 屬 す る もの 主よ うだ 。

LE−

ECH は 朝鮮 に 産 す と 記 逋 して ゐ る が
、 仁禮 は 「LEECH は 本 種 の 同 定 を誤 り前種

と混 同せ る や の 疑が あ る か ら、 本 種 の 朝鮮 に 産す る は 稍疑問 で あ る 」 と 述 べ し

転 一そ れ ttそ れ と して 確 か に 朝鮮 に 産 ず
。
、予 は 金 躅 山 と釋 王 寺産 の 標 本 を 有 す

る 。

　　　 Nymphalida −e
・

2  ． Argynnts　a8ippe 　pallegcen8　BUTLER 　ウ ラ ギ ン ヘ ウ モ ン

．
採 集地 　金 山 （多數）

’
　　　　　　　　

・
　

』
　　　　　　　

丁

　本亜 種 は 、 後翅裏 面 の 銀 色紋 の よ く發達 す る：e 常 形 と す る が 、 時 に 外縁 に 近

き銀 絞 列 の 顯 著 な ら ざ る も の が あ る
、 3ζ雄 に

噛
於 て こ二條 の 牲 班 を有 す る が 常な る

も 、 時 々 一 醴め 個tc・6 あ る
。 本亜極以外更 に 二 亜 種 … 砌 や ・ と 鰤 蔽 吻 P・

と が あ る
、 兩者 と も朝鮮 の 固 有種 で あ る

。

21．　A． ta／dippe　xantltoclip ｝θ FIXSEN 　テ フ セ ン ク ロ ウ ラ ギ ン s ウ モ ン

　 採 集 地
・
長 安寺 （二 雌 ）、 揄帖 寺 （一雌 ）

22．　 ・A 奴 廐 吻 ゆ o η蜘 M 丘N 効 RI 船 ウ ラ ギ ン ス ヂ ヘ ウ モ ン

　採集 地　揄 岾寺 （一雄）、 寒霞溪 （り 雄 ）、 温 井里 （一雌 ）

23． A． α，iitulyoptene　b
“

肌 DF ．R ク モ ガ タ ヘ ウ 帯 ン

　 採 集地 　金 山 （多數 ）

24． A．　 paphia　paphdaiclesi
’
　BuNER ミ 5

’

・thb， ウ 、于 ン

　採 集地 　掩 帖寺 （二 雌雄）、 長 安寺 （一雌 ）

25． Py］
’arneis 　ind・ica　dindica　H 　ERBST 　ア カ タ テ ハ

　採集 地 　長 安寺 ぐ← 雄 三 雌 ）、

尸
揄靖 寺 （一 雌 ）

26．．、　Vanessα　onnace 吻 αf）onica
’
SIEB・J．D ル 〃 テ ハ

　 採集地 　寒霞溪 ぐv ”
雄 ）

27． P吻 go廠 佩 1齠 酷鸚 LINN宜（
一f．　aese．）

r
＞セタ

’
テ ハ （夏 型 ） ．

　 採 集地 ・長 安寺 （五 雄 ）．　　　 …　　
’
　　 　　　 　

T
こ

輸
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28． P．　 c−atbtt’rn・　la・nigei ’
a 　BUT エER げ α鰯 ．） シ ィ タ テ ハ （夏型 ）

　 i擁集 地 　長 安 寺 及 擒 岾寺 （多 數 ）　　　　　　　　　　　　　　
・

29． 盃 α・ぬ 磁 ゐ・吻 僻 ・α 廻 ‘醐 JA聾 s・x 〔撫 ・謁 サ カ ー チ テ フ （夏型 ）・

　探集 地 　長 安寺 （一 雄 ）、寒霞 ・溪 （一 雄）

30． 坤 殉 ・W 吻
・
置 ‘Bu ・L 服 ホ シ ミ ス ヂ 　

’
　 　

層

　 　
・ ’

　 採 集 地 　長 安寺 （
一

雌 ）

31． X ］t・Stlas　i’！termedin 　PayER コ ミ ス ヂ

　 採 集 地 　釡 山 （多 數）

32． −IN
’
． αlt・iiia　kaempuferi　DE 　Tコ

’Oltz　．N オ ホ ミ ス ヂ

　 採 集 地 　長 安寺 （一 雌 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
幽
　 　 　

一一
　

1

33， Ai．　 lvノ己吻 ，庶 卿 118” 5　BUTLER ミ ス ヂ 　 tt 　 t

　採 集 地 　長 安 寺 （二 雌 ）、 寒霞 溪 （a ．ee）　　 ．　　 ．　 ．　　　　 ．

　朝 鮮 に 於 け る 未 記 録 種 で あ る
。 稀 品 に 贋す 、

一
予 は 金 鋤 山 の 他 、 月精寺 及 車嶺

の 標 本 を 有 す
。

34， IV． 倫 ゐ6　fりrlna 　d爾 g鶸 臨 STICH肌 　 オ ホ キ ミ ス ヂ （變型 ）

　 採集 地 　長 安 寺 （一雌 ）　　　　
’
　　　　　　　　

・
　　 〜　　

・

　 オ ホ キ ミ ス ヂ は 中鮮 及南鮮 に 相 當 普通 で あ る 特 に 北 鮮 に 多 し
。 然 し之 の 一 型

’

de“gualaは 極 め て 稀 で あ る 、 本型 は 兩翅 の 條 班全 く白 色 を 呈 す ゼ 常 形 ・拙 酷 及

一 型 翻 lg顔 α と も 月本 本土 に 産 せ ず」 西 比 利亜 及北 支 那 に み 布ネ
。

35， 勘 、齢 ・麟 盛 田 キ ・ ス ヂ ・噺 瀚 　 　 　 ・ 　 　 一
・

　 採 集 地 　長安寺 （一
一
雌 ）， 楡 岾寺 （一 雌 ）

　未 記 録 で あ る
。 本種 は オ ホ キ ミ ス ヂ に 酷 似 す る も 、班 條 に 次 の 如 き差違 が あ る a

　 イ
、 兩 翅 表 面 の 條 斑 は 白色 を 帶 び

、

ゴ
條 斑 は オ ホ ミ ス ヂ に 比 し て 小 い

σ
，

　 ロ
、 前翅 裏 面 の 第五 室 紋（外縁 に 近 き）は 大 に して 且 つ 圓 形で あ O 、 第 四 室

一｝Z

　　　 紫 色斑 紋 の 痕 跡 だ に 無 い
。

　 ハ
、 後 翅 裏面 の 中央 帯 は 第 六 室 に 終 り

， 帶 の 前端 を な す 二 三 の 紫 紋 を缺 くb

36， 五砺 鰤 悪液 部 吻 悔 ゴ叩 σ幅 Cα M 颪 前 RI 齢 　イ チ モ ン ヂ
ー

　探 集 地　寒 霞溪 （一雄 ）、 擒岾寺 （二 雌 ）、 摩訶術 （一 雎 ）

37L　 L ． ・卿 lz晦 蘭 ｛磁 M 無 丘TR 鵜 ・ ・ オ ビ イ ヂ モ ・v ・ヂ 　 　 ー

　 採 集地 　長 安寺 （
一

雌 ）　　　　
tJ 昌

38， 五頗 611｛伽 1副 忸 僻 L，毛矼 」EDERER 　 コ マ ナ ガ サ キ イ チ モ ン ヂ （新稱 ）

　 採 集 地 　全 山 （多數 ）　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　
幽

　 鮮 朝 に は
、

ナ ガ サ キ i チ モ ン ヂ の 原種 1‘ぬ α？漉 が 多數 に 産す る 、 予 ば 金 賜

山 ， 月精 寺 、 臼羊 山 、 釋 王 寺 及車嶺 産 の 標 本 を有 す　本 種 と ナ 鋤サ キ イ チ モ シ・

ヂ と の 相 違點 は
、 前翅 の 中 央 に あ る 臼紋列 は 著 し く外方 に 灣 曲 し

、
1 中室内 臨 二
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’

個 の 臼紋を裝ふ （但 し朝鮮 産 の pryeri に は 之 を有 す る個 饐多 L）。 徇 ほ 形小 さ ．

く
、 班紋 も亦小で あ る

、 特 に 臼色中帶 に 於 て 然 り。

39． L ．　 heZmαnni 　p・r　le）
’i　MOORP 　ナ ガ サ キ イ チ モ ン ヂ

　 採 集地 　奎 山 （多數 ）

40． ．Apafura　agin　substituta 　BUTLER 　コ ム ラ サ キ

　 探 集地 　長 安寺 （二 雄）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

4L 　 Ap．　 schrenckii 　MfiNfiTRIks シ ロ モ ン コ ム ラ サ キ

　 採集 地 　長 安寺 （一雄 ）

　　　Lycaenidae

42・ Dend ・恋 ・・吻 妙 伽 ・‘ん6翩 BUTLER 　q   5．） トラ フ シ ジ ミ （夏型 ）

　 探集 地　温井里 （
一雌 ）、 長 安寺 （一一tz）

　本種 は雄 の 性班 及發 香總 毛 の 有 無 に よ り て ［lhecbvに
、
　Rapala　rc或 tc・Den ・IOrix

囑　IC　re入 す られ て ゐ た
。 朝鮮 産 の 本 種 の 雑 に は 、後翅表面 の 前糠 に 近 く晴灰 色 の

性 斑 を認 む るが 發香 總毛 は 無 い
、 術 ほ予 の 内地産 も之 と同樣 で あ る 。

43・ Mlphafida　fusca　BREM コ R 　et　GRFtY ク ロ シ ジ ミ 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 採集地 　長安 寺 （二 雄 五 雌 ）　　
曽

44． iZhecla　8説 伽 舳 FIXSEN 　テ フ セ ン ツ マ ア カ カ ヲ ス シ ジ ミ

　採集 地 　長 安寺 （一 雄）

45． 2吻ん卸％ 80 γ舶幅 α阨8 ］MURR 彑 Y 　オ ホ ミ ド リ シ ジ ミ

　採集 地　九龍淵 （一 雌）　　　　　　　　　　　　　　 ’

46． Z．　 enthea 　JANSON 　ヲ ナ 頭 シ ジ ミ

　採 集 地 　長 安寺 （一 雌）

　未 記 録 種 で あ る 、 予 は未 だ 金 剛 山以 外 に 探 集 した 事 が 無い
。

47．　Z． ゴσ7鳩 画 JANSOK ．ム モ ン ア カ シ ジ ミ

　 採 集 地　長安 寺 （
一

雌 ）

48 ・ ZephyriLs　micaelds 　OBERTHtiR　コ ン ゴ ウ シ ジ ミ （新稱 ）

　 採集 地 　描 岾寺 （一 雌 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　雌 、 前翅表 面 は 濃黒 褐色 中 央 に 橙 色 の
一

大 圓 寂 が あ る 、 縁 毛 臼色
。 後翅

表 面 は黒禍 、 翅端 に 近 く三 個 ρ （第 一乃 至 第三 室 に 各 一 づ ）橿 黄絞 あ り、 第 二 室

の 絃 は黒褐瞳 子 を有 す 、 而 して 第
一

室絃 の 外方 肛 角 に 一 黒 紋 を蒙ふ 、 尾歌突 起 は

黒 色で あ る
、 裏 面一 兩翅 淡黄色 。 前翅 に 外線 に 近 く第

一
室 よ b 第七 室 に 至 る 、

迄 各室 に 一個 の 臼線 あ り て
、

一
縱 線 を成 す

、 其外側 は樫 黄色で あ る
、 但 し第

一

室 線 の 外側 に 三 黒 點 あ り
、 自色縱 線 と 外線 の 間 に 五 六 個 の 自斑 縱列す 。 後翅 の

斑 饐 略前翅 に 同 じき も各 室 の 白線は 内方 に彎 曲 し、 第七室線 の 外 側 tc一黒 紋 を

装 ひ
、 第二 室 tc自線 E 外線 の 中間 に 噌 黒 點 あ り 、

尸
更 に肛 角に ｝ 黒 紋が あ る

。

・’t一
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　頭 部 黒色 、 眼 の 周 圍 掠臼色 、 觸 角黒 色之 に 多數 の 自環 あ り 、 下 唇鬚黒 色な る

も 、 側 面及 腹 面 は 臼色で あ る
。 胸腹 は 黒褐色な る も腹面 は 概 ね 自 色 、 脚 自色 に

しで 脛 節 及附 篩 に 黒 環 を有 す 。

　 前翅 長　 21 粍

　本 種 は西 毘利亞 の 原産 で あ る 潮 鮮 に て は 金 剛 山 が 最初 の 採集 地 で あ る か ら F

’

地 名 を冠 し て コ ン ゴ ウ・・
一 　“

“
ミ と ＆ 名せ ん e

49 ． 0蘇 鰐 OP ゐα 箆 聡 dispar　a ・・rtzat・WS　LEEcH 　テ フ セ ン ベ ニ シ ジ ミ

　 採 集 地 　長 安寺 （二 雄 三 雌 ）

−50，　一
’
eh ， 翅 鯔 膈 ・脚 s… 痴 鯲 の ベ ニ シ ジ ・ （夏型 ）

　 採 集 地 　長 安寺 、 寒 震 溪 及 温 井里 （多數）

51． 劭 6蹤 鰐 ｛脇 8 α燃 漉 〜鎔 R 岶 L ツ ・ “ メ シ ジ ミ

　 i採集 地 　全 山 （多 數 ）　　　　　　　　　　　　　　　 t

52． L 三ノcxvena
　a ・g1tct　micra ・

）
”
．av．s　BUTLzR シ ジ ミ テ フ

　 採 集 地 　長安 寺 （
一

雄 ）
’

53． L ． 0 吻 π PALLAS 　ホ ン ジ ヨ ウ ザ ン シ ジ ミ

　 採 集 地 　寒霞溪 （二 雄 三 雌 ）、
長 安寺 （二 雌 ）、 温 井 里 （

一
雌 ）

54． L ． 岬 ん跚 鵬 岬 1。θ’軅 STAUD ∬ GER ゴ ヤ シ ジ ミ

　 採 集地 　寒 霞溪 （二 雄 一 雌 ）、 長 安寺 （一 雄 ）

55．
’
Cyan ・i…i，s　ai ’g・iol・

”
as 　lndonides　

’
DE 　b

’OR ・彑 ・レ リ シ ジ ミ

　 採 集地 　全山 （多數 ）

　　　 Hesperidae

．56． 五。 bo面 ゐ海 8c舳加 BREM ］IIR　et・　GH ｝・］IT ．マ ヘ キ セ ・ り

　 採 集地 　温 井 里 〔一 雌 ）　　　　　　　　　　　　　
．
　　　　　

置

一57。 ＆ 鰤 卿 ‘蜘 ・ M 脱 ・R ・愈s ダ ィ メ ウ ヤ ｝　．・，y

　 ：探集 地 　長 安寺 （雌 雄 ）

．5S．　 S． ・，　y聯 1蔽 ・ S・）・Y ・Eft コ ン ゴ ウ セ ・ リ 噺 稱 ）

　 採集 地 　長 安寺 （一 雌 ）

　 雌 。 兩 翅黒褐 、 縁毛 暗禍 （但 し後翅 の
『
もの は 脈 聞 臼 色 ）a 前 翅 に 中央 帯 を形 く

る九 個 の 透 明 絞 あ り 、 更 に 中室 の 尖 端 に 腎臓 形 の 「 透 明絞 を 装 寿 、 中央 帶 の 九

．
紋 中第 二 室 絞 最 も大 形 に して 稍 四角 形 を呈 L ， 第 三 室 紋之 に 亞 ぐ

・ 第四 第五 室

絞 は 小 く略圓形 で あ る 、 而 して 其尖 端 の 三 絞 は 同幅 に して
、 長 し 。 後翅 に 自色

の 太 き一 横 帶 臓 ひ 、 そ の 樗 は 第七室 に 至 り
，
急 tc細 ま る 、 横 幣 の 外 側黒褐 部 に

極 あ て 不 割 明 な る 淡色 の 一 縱 線 を認 め 得 る 。 裏 面
一 兩翅 と も多 φ表面 よ り淡

し
、 前翅 の 斑紋 は 表面 に 同 じ く、 後翅 は そ の 基 部 臼横 帯 の 内 方 は 蒼 白で あ

’
る ボ

、更 に 第七 室 に 横 蔕 内の 兩側 に 黒絞を装 ふ 。
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’
體 黒褐 、 側 面 及腹 面 自色 、 下 唇鬚黄色、 御 晦褐 に し て 之 に 臼毛 及 臼鱗 多 し 。

一前翅 長　33粍 。 體 長 25 粍

　大 形 種 に し て
、

グ イ メ ウ セ ・ リの 約 二 倍 大 あ り
。

’
支 那及西比 利亜 に 産 す る も1

の で
、 朝鮮 に 於 て は 金 剛山 に て 初 め て 探集せ ら れた る種で あ る

。 採 集 塘名 を冠

して コ ン ゴ ウ セ ・ り と 呼 ぶ 。

59． 」ヨ曖p〔
・
，
・脇 goη α MAB エLLE 　チ ヤ マ ダ ラ マ セ 、 り

　採集 地 　長 安寺 （
一

雄 ）　
「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

60． 漉 ドo瓰 畠 ・1船 h ・αcん醍sMENETRIES ホ シ チ ヤ マ ダ ラ セ 、 リ

　採集 地 　長 安寺 （一雄 ）

61．　Ifet−e ，
’ol，tetwg　morp 乃etZ・b’PALL　AS

　 採 集 地 　長 安寺 （
一

雄 ）

62・ ・吻 ・en 》 瀟 ・u ・BRi・・MER

　採 集地 　長安寺 、 寒 霞 溪 （多數 ）

63． Adop αea 　leuni・・？tα　BuT 」jER

　採 集 地 　長安寺 （一 雄 ）

64．

　 採 集 地

65．　 A ．

　 採集 地

66． A． 祕 11！頑 ”α BREMER 　et　GREY

　採集 地 　全 山 （多數 ）

67． E ・y ，之艪 アω
・indα　BU ’rLER

　採 集地 ．濃 井 里 （
一

雌 ）

68． PaClraojict廊 脇 Mu 黙 AY

　採 集地 　寒 霞 漢 （一雄 ）

テ フ セ ン キ ボ シ セ 、 リ

　 　 　 　 　 9

一 リ グ ロ チ ヤ バ ネ セ ・ ヅ

ス ヂ ク V チ ー1・　A
．
ネ セ 、 リ

・4t
’
c．gia．tgab

’
　eclte’ace α　・，・ikucit・i・it（t　BuTLER 　 E．・メ キ マ ダ ラ セ 、 ツ

　　　寒 霞 溪 （
一

雄 ）、 長 安寺 （
一

雄 ）

　　s卿 α｝
・
蜊 br隙 ”8’・α‘α BREMER 　et　GR 耐 コ キ マ グ ラ セ 、 リ

　　　長 安寺 （二 雄 ）、 塞 霞 溪 （一 雄 ）

ウ ス パ キ マ ダ ラ セ．、
．
ツ

ア カ セ 、 リ

キ ヤ グ ラ セ 、 り

（lgrd 年 2 月 1日 〉

　　　
’
　 　

‘
　 　 　 　 （Res し・m6 ）

』
　 　 　 　

．

　　　　BUTTERFLIES 　COLLECTED 　ON 　MT ．　
IKONGO

，
　COREA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪y
　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　 ］旺ANJI 盈00KA 拙 OTO ．

　1’

rom 　the　latter　part　6f　July　t6　the 皿 iddle　of　August　in　i924
，
　the　wl ：iter　and

hi・ f・i・・d・ Messe・s・ T ・K ・・i・・e　and
’
M ・

10
・hi　w ・re 　

lat

　Mt，1〈・ng6 ・n 　a

coUecting 　triP・ This　mountain 　is　a 　fa重nous 　 place　in　Corea　and 　i8　known 鰓
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ケ

本邦産胸細蜂科 BeGbylidaeに 藏て 15ユ
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本邦産胸細蜂科 Bethylidae に就て
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